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豊田市福祉事業国は、子どもの成長をサポートする「豊田市こども発達センター (西山町・和会町 )」 と、

障がいのあるんの自立と社会参加を支える「豊田市障がい者総合支援センター (栄町・平芝町・喜多町)」

を運営し、障がいのある子どもが生まれ育つた地域で、ご家族とともに健やかに育ち、大人になつても

安lbして暮らせるノーマライゼーシ∃ン社会の実現を目指しています。
ゼ ル コ バ

今回は、現在の場所で運営を始めて20年となりました「cofおe&bakery ZELKOM知 で働く利用

者の方のお仕事への思いや、豊田市こども発達センターに長年に渡りご協力をいただいている美容ボラン

ティアの力の活動を紹介します。
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7名の利用者の方が働いている cofたe&bakew Z巨LKOVAは けやきワークス (※ 1)|こある
バンと喫茶のお店で、常に約50種類のパンが並んでいます。店内で取り扱つているのはパンだけ
でな<コーヒーなどの飲み物もあり、地域のお客様でにぎわつています。

水野さんは喫茶店に17年間働いているベテランのスタッフ

です。始めた当初は党えることが多く、失敗して悔しい気持ち

になることが多かったですが、いろいろな経験を重ね、

今では得意な仕事も増えてきました。水野さんにとって

やりがいのある仕事は「プレート出し」です。焼きたてのバン

の香りがとてもよく、新作が出たときにお客様にお勧めできる

ところがやりがいを感じるポイントです。

古屋さんは 20年間働いているベテランのスタッフで、

ベーカ リーと喫茶店の仕事を兼務しています。古屋さんが

楽しいと感じている仕事はパン生地を丸めたり、焼けたバン

にクリームを詰めたりすることです。反対に大変な仕事は、重い

トレイや トングを洗うことです。しか し、それはパンがた<
さん売れたということなので、大変ですが大事な仕事だと

感 じています。

.・・ ■1■ |■ |

藝
これからも地域の方の温かさに感謝しながら、お客様との交流を楽しみに、お仕事を続けていきます !

※1けやきワークス :障がいのある方が作業を通して企業への就職や自立ができるように支援する施設
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いた工賃は何につかつていますか?
きなアーテイストのライブヘ行つたリミュージカルに

つたりしています。反人と買い物に行つたりもしています。

Q:休日はどのように過ごしていますか ?
∧ :親の会のサークル活動で料理をしたり、

ハンドベルの練習や運動、含唱をしたりしています。
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豊田市こども発達センターたんぼぼ (※2)へ月 1回美容ボラ

ンティアに来て<ださつている山田英人さん。

『触れられることが苦手なお子さんの髪のカットがとても大変』

というご家族の悩みを聞いた山田さんが「髪の毛に触れられること、

カットされることに少しずつ慣れてもらい、ご家族の負担が少し

でも軽くなれば」「地域の美容院利用の足掛かりになれば」と、

たんぼぽに来て<ださるようになつたことが始まりです。

※2たんぼぽ :からだや手足の運動機能の発達に支援が必要な 0歳から就学前までのお子さんがご家族と一緒に通う施設

それ以来2了年間続けて<ださつています。

生まれて初めて髪の毛をカットするお子さんもいます。慣れて

おらず動いたり嫌がつたりするお子さんへも優しく話しかけ、

素早く丁寧にカットして<ださいます。

令和4年度からは美容師仲間の鐘撞邦江さんもボランティアに

来てくださるよう|こなりました。地域の方の支えによる乳幼児期

のこうした経験が、1菩来のウェルビーイングの向上につながって

いると思います。
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美容ポランティアさんを経験してどうでしたか?

初めての美容師さんのカット。ちょっびリドキドキしま

したが、優 し<声 かけしてもらいながら抱っこで

上手|こ できました。

音に敏感な我が子。バリカン大丈夫かな ?と心配 しま

したが、素早い技術でカットしてもらいました。帰宅後、

兄から「カッコよ<な ったね」と褒めてもらいました。
なのかな。

こどもひろば託児ボランティア募集!か
わいい

蒼層娠履薄書EEEしませんか?

こどもひろば託児ボランティア (※3)のおかげで、家族通園の保護者の方は、療育中にお子さん

としつかり向き合うことができ、大きな力をいただいています。やさしいボランティアのみなさん

は、子どもたち、保護者の方、こども発達センターにとってかけがえのない存在です。

◆活動場所  豊田市こども発達センター内 こどもひろば (豊田市西山町2-19)
◆活動日時  月躍日～金躍日 (祝 日除<)10時 ～ 12時 30分

*月 に 1回 手C,
↑三E も構いません。

◆お問合せ 豊田市こども発達センター 海老子 (なのはな施設長)

電 話 (0565)32-8983
FA× (0565)32-8902
巨rna11:∩anoha∩ a―center@hrn.altai.∩ e.ip

※3こともひろば託児ボランティア :豊田市こども発達センターに通園する子どもたちの兄弟姉妹 (概ね0歳から3歳)の

託児をしていただける方
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